




新型コロナウイルスの世界的蔓延をうけて成城学園中学校高等学校も 3 月から休校措置を取り、4 月から
はオンライン授業を開始した。生徒の生活および学習状況の確認を主たる目的として、5 月からはクラス運
営も本格的にオンライン化にふみきった。本稿では、6 月の登校再開までの約 2 か月にわたるクラス運営に
ついて、筆者が受け持っている中学 3 年の一クラスの実践を扱う。
課題配信が中心のオンライン授業の開始から、1 か月後、クラス担任による Zoom を使った朝礼（以下





①について。定時（9 時に設定）より順次ログインし、おおむね 5 分後には出席者がそろうようによびか
けた。
②について。Zoom 朝礼の参加者の規模は、次の 3 つを想定し、小さい規模から開始して、休校期間の終
了が近づくにつれて規模を大きくしていった。
1）3 グループ（11 ～ 12 名）・・・出席番号で 3 分割


























1）	 	Emotional	Intelligence	Quotient のことで、「こころの知能指数」ともよばれ、IQ に対置されるもの。ダニエル・ゴールマン（著）土屋京子（訳）『EQ	
こころの知能指数』（講談社 + α文庫、1998 年）など関連書籍は多数。
2）	 	Google クラスルームを利用し、ひな型となる Google スプレッドシートを配布。生徒に共同編集の権限を与えることで、ひとりひとりのスプレッ
ドシートで記入とコメントが可能となった。
3）	 	1 行日記のフォーマットは、永谷研一『1 日 5 分	「よい習慣」を無理なく身につける	できたことノート』（クロスメディア・パブリッシング、2016 年）
を原型とした。
